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落石防護柵 参考図（1）
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本図は落石対策便覧（平成29年12月）に基づき算出しております。
結束については「施工要領」による。2.

1.
備考

  短かくなれば落石時のロ-プ張力は大きくなり、最少コ-ナ-角度は
-本図の最少コ-ナ-角度は柵長さ30mで算出しています。柵長さが

注記

  変わります。
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図示

落石防護柵 参考図（2）

（2）

S=1:30擁壁用スト-ンガ-ド(除石開閉口)　H=2500

A部詳細図 S=1:5

外装及び使用部品-部材は、標準
SG-K2500-8と同一又は
それに準ずるものとする。

備考
1.
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依り決定とする。

備考
1.

設計条件--- 落石対策便覧（平成29年12月）に基づく。

結束については「施工要領」による。
配置スパン寸法、勾配角度及びコーナー角度は現地実測に

              但し、接続処理部は上記の強度を確保出来ません。
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